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人流抑制はロンドン大会のレガシー
ーボリス・ジョンソンー

ロンドン五輪におけるＴＤＭ

行動を変容させた住民・従業員等

テレワークや休暇等を行った企業

集荷・配送の時間を変更した企業
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TDM等の推進

首都高を走る車が約１割増加等 鉄道利用者が約１割増加等

安全・安心な東京2020大会の開催に向けて、人流を抑えるための取組を徹底

 局所的な混雑への対応等

により、現状と同程度の

安全で円滑な運行を実現

 都心部（重点取組地区）

：大会前交通量の30%減を実現
 東京圏の広域（圏央道の内側）

：大会前交通量の10%減を実現
 首都高速道路：交通量を最大30%減

道路交通

（118万台→130万台）

大会時の
交通の見通し

公共交通

大会時の
交通対策

見込まれる
効果(目標)

首都高の料金施策
（ロードプライシング）等

公共交通輸送マネジメント

・運行管理、輸送力増強

・テレワーク/時差出勤等¥

ＴＳＭ（交通システムマネジメント）
・一般道のレーン規制、高速道路の車線規制等

ＴＤＭ（交通需要マネジメント）

・道路や公共交通利用者への交通需要低減の働きかけ
（例：トラック等の効率的な物流計画や東京港ゲートのオープン時間拡大）
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対策前に比べ

64% 減

対策前に比べ

20% 減

対策前に比べ

30% 減

① 大会開催に伴う活動

② 都外からの観光・出張

③ 都内への昼間流入人口

(参考)増要素の計

（都外からの通勤）（都外からの通学）

人 流 の 構 成

など

コロナ禍の現状からは

12% 減

コロナ禍の現状からは

23% 減

通 常 時
大会開催
(対策前 )

今 回 の
大会開催

291万人/日

75万人/日

25万人/日

81万人/日

29万人/日

▲52万人/日

＋19万人/日

200万人/日322万人/日366万人/日

大会開催
計 画

149万人/日

22万人/日

81万人/日

▲5.5万人/日

▲64万人/日

252万人/日

交需需要憎

TDM等の推進

TDM等の推進

テレワーク等の推進

＋2.5万人/日

都外からの流入増

コロナ禍
の 現 状

219万人/日

25万人/日

▲50万人/日

都県境をまたぐ
移動の自粛

22万人/日

194万人/日

▲97万人/日

194万人/日 149万人/日

大会簡素化・海外観客なし

TDMや大会の簡素化等の対策により、来訪者数は対策前に比べ大幅減
（コロナ禍の現状と比較しても減）

東京2020大会期間中における人流の増減

対策前に比べ

38% 減

コロナ禍の現状からは

8.7% 減
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まん延防止等重点措置の適用期間中などを踏まえ、

都内聖火リレーの実施形態を変更

７月９日（金）
～７月11日（日）
（世田谷区～瑞穂町）

７月12日（月）
～７月16日（金）
（羽村市～武蔵野市）

７月17日（土）
～７月23日（金）
（杉並区～新宿区）

まん延防止等重点措置適用期間中のため

 公道走行を見合わせ
 セレブレーション会場で点火セレモニーを実施

【多摩地域】

 公道走行を見合わせ
 セレブレーション会場で点火セレモニーを実施

 今後の感染状況等を見極めて、早期に判断

オリンピック聖火リレー

【島しょ地域】

 予定どおり公道でのリレー


